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都市計画案に係る意見の要旨及び都市計画決定権者の見解 
（地区計画の決定／大清水学術・研究開発拠点地区） 

 

１ 意見書の提出状況 

意見書受付期間 令和７年５月８日 ～ 令和７年５月２２日 

意見書提出数 １通 

 

２ 都市計画案に係る意見の要旨及び都市計画決定権者の見解 

意見の要旨 都市計画決定権者の見解 

・緑化率の最低限度や緑地を設けることに

より、緑豊かなまちづくりをすることに

は賛成である。 

・しかし、鳴海町字大清水地内に存在する

山林・畑等を造成してまで平手豊明線を

整備する必要性に疑問を持っている。こ

の地域には県道２２０号や熊野豊明線

等、多くの道路が既に整備されており、

十分すぎるほど道路が存在している。し

たがって、これ以上道路を増やすことは

貴重な財源を無駄遣いすることになるば

かりか、既に存在する緑を減らしてしま

うこととなり、景観の悪化・ヒートアイ

ランド現象の増長といった多くのデメリ

ットが生じ、名古屋市にとって利益にな

らないと考える。 

・したがって、平手豊明線の未着手区間の

削除をした上で、この地域の都市計画の

決定をすべきものと考える。 

・平手豊明線は、緑区鳴丘三丁目から緑区

鳴海町字大清水に至る延長約２７４０

ｍ、幅員１６ｍ、２車線の都市計画道路

であり、このうち鳴海町字大清水地内の

約６８０ｍが事業未着手となっていま

す。この未着手区間は、平成２９年３月

策定の「未着手都市計画道路の整備につ

いて（第２次整備プログラム）」におい

て、広域交通ネットワークを形成する路

線として道路整備の必要性があり、自動

車交通の円滑化の面で高い整備効果が見

込まれることから、「計画存続路線」と

位置付けています。 

・したがって、平手豊明線の計画は存続の

上で、大清水学術・研究開発拠点地区計

画を決定することが妥当であると考えま

す。 

 

 

 

 

 


